
様式第 15号 業務の実施方針・工程表
設計コンセプトと課題に対する考え方
　新庁舎を計画するにあたって、ふれあいセンター
と周辺の市有地を合わせて市民の居場所を創ること
が最も大切であると考えます。旧山野線に沿った細
長い市有地は現在多くの部分が駐車場として利用さ
れていますが、これらを公園として整備し、駐車場
を再配置することで、オープンスペースが連続する
場を創ることができます。また、新庁舎とふれあい
センターを一体のものとして整備し、行政サービス
と生き生きとした市民の活動が共存する空間の姿を
目指します。個別の課題については提案書の中で丁
寧に説明いたします。
取組体制とチームの特徴
　庁舎建築など公共施設の経験が豊富な設計事務所
と、地域性や風土に対する知見が豊富な設計 JV を
中心に、様々な専門家が恊働するワーキンググルー
プを組みます。ハードからソフトまで包括的に対応
できるチームを構成し、庁舎づくりを支援します。

共に創る設計フローと円滑な業
務工程計画
工程管理を徹底し、円滑に業

務を遂行します。初期段階でヒ
アリングや条件整理を丁寧に行
い、目標を共有しながら設計を
進めます。また、ワークショッ
プなどを通じて市民の意見や要
望を把握し、設計へのフィード
バックを繰り返します。模型
や CGなどのわかり易い資料を
用いながら、定期的に設計レ
ビューを行い、課題を整理し、
解決しながら進めていきます。
対話を丁寧に積み重ね、みんな
の拠点づくりを具現化します。

コストコントロールの徹底
　設計の進行に合わせ段階的に概算費用を算出し、
常にコストを意識した設計を行います。BIMを採り
入れ、常に工事費を管理し調整します。躯体や外装
材、各仕様などの建設コストの大きな部分を占める
要素は、設計初期の段階で十分に検討を行い効果的
なコスト縮減を提案します。イニシャルコストに加
え、ライフサイクルコストを踏まえた長期的な視点
で、経済性と超寿命化が両立する建築を実現します。

デザインオンレスポンス　
対話を重視した設計手法
「綿密な対話」を通して、
庁舎を通じたまちづくに関
わる人々の思いを空間に反
映させることが私たちの役
割だと考えています。みん
なのイメージを具現化しな
がら共有し、対話を重ねて
いくことで様々な思いを設
計に反映していきます。

働きやすさに配慮した執務空間づくり
　執務空間は将来の組織改編等にも柔軟に対応でき
るフレキシビリティが重要であると考えます。また、
執務空間の中にはミーティングや休憩など多目的に
使えるリフレッシュスペースなどを計画し、職員の
働きやすさにも配慮した設計を行います。

特に配慮する事項
防災：近年の大地震や水害を経験する中で、災害時
における庁舎の役割が再認識されています。災害に
強い建築とすることは当然として、防災拠点として
十分に機能するよう配慮した計画とします。
環境：可能な限り自然エネルギーを活用し、エネル
ギー消費の少ない建築の姿を目指します。その為に
は自然換気や日射制御による冷暖房期間を短縮や、
採光に留意し照明用電力消費を抑制を行うなど基本
的な建築の性能が重要であると考えます。

R2 年度 R3 年度 R4 年度～

発注側との対話
・ヒアリング実施
⇒要望を再整理
・予算配分の協議
⇒施設規模の検討
・事例見学ツアー
⇒イメージ共有

設計条件整理
・移転計画の確認
・用地取得状況確認
⇒必要となる調整を
　柔軟に実施
・現況建物の調査
・オフィス環境整備
　計画との調整

設計内容の検討
・周辺との一体的
　整備の範囲検討
・プランの作成
・模型や CGの制作
・必要な仕様の精査
・WS意見の反映
・基本設計図書作成
・実施の課題整理

市民との対話
・プロポ案の説明
・ヒアリング実施
・活動団体の調査

市民WS
・地域資源を学ぶ
・やりたい活動
・ふれあいセンター
　の活用法

発注者との協議
・必要な仕様の確認
・コスト調整の内容
・プランの確認
・市民意見のレビュー

発注者との協議
・予算に応じたコスト管理と調整
・LCC 縮減のための長期事業計画
・補助金申請等の支援
・各種仕様の最終確認
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市民WS
・シリーズ化した勉強会の実施
・運営参加方法やルールブック検討
・発信方法の検討（SNS, かわら版）
・公園などを使ったプレイベント

実施検討
・性能比較を行い詳細仕様確定　
・構造計算や環境シミュレーション
・詳細を検討するための模型や CG
・法規関係の手続き業務
・実施設計図書の作成
・物価を踏まえた正確な積算業務
・WS意見の反映 ( 運営手法検討 )

ワーキンググループ

意匠 管理技術者

コアチーム

電気構造 機械 積算

様々な協力者

WS 担当 外構 etc.

対話

伊佐市庁舎建設チーム

関係者

提案

フィードバック

協働 ・ 対話を重視した
取組体制

市民
・ ヒアリング
・ 情報発信
・ＳＮＳ など

直接参加
・ 説明会
・ ワーク
　ショップ

直接参加
・ NPO 団体
・ 市民
　サークル

わかり易い資料づくり

大きな模型によるイメージ共有

外構
XX% XX% XX% XX% XX%

電気建築 設備 給排

■初期段階からの効果的なコスト調整

■コストバランスを徹底管理
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■全体工程における段階ごとのコスト確認


